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昭和63年4月21日同午後4時~

光オリエントホテル
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~I 4.議 題 (決議事項) ~l 

1 第1号議案昭和限度事業報告 第6号議案昭和僻度事業計画 l
(承認事項) (案) (決議事項) r: 

l 第2号議案 昭和62年度会計報告 第7号議案昭和63年度眼支予算 H 
111 附、光市医師会史編纂特 (案) (決議事項) I:! 

111 別会計報告 (承認事項) 第8号議案 総会決議権限の委任 l 

m 第3号議案昭和62年度納税組合 (決議事項) H 

収支報告 (承認事項) 第9号議案光市医師会裁定委員 1 
1 第4号議実昭和62年度労働保険 選出の件 (決議事項) :~ 
l 事務組合会計報告 5 閉会のことば i 
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(議事経過)

審議にさきだち4月15日に逝去され 田中監事:第2号議案より第4号議案迄の

た大野先生の御冥福を祈り黙街。 会計を監査し公正妥当であることを報告。

贋田議長:出席者25名、委任状提出者17名、 震回議長:第 1号議案より第4号議案迄に

計42名で全会員数47名の過半数に達して ついて質疑を求めたが、全員賛成の挙手

おり総会成立を宣言。 にて原案通り承認される。

次いで議事録署名委員に高橋建次会員 第5号議案竹中会長説明

と前田昇一会員を指名し議事に入る。 虞回議長 :第5号議案について質疑を求め

第1号議案福本副会長報告 る。

第2号議案藤原理事報告 田中監事:出張旅費をまとめて支給する方

第3号議案渡辺監事報告 が有利ではないか。

第4号議案近藤理事報告
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-・守一 a 
渡辺監事 :健保審査委員出張の場合は支

給するのか。

竹中会長 :前者は理事会で検討する。

後者は対象外である。

贋回議長:再度賛否を求め、全員賛成の挙

手にて承認される。

第6号議案竹中会長

第7号議案藤原理事

第8号議案竹中会長

第9号議案竹中会長

大野先生の死去により欠員となった裁定

委員に中村琢美会員を推薦。

廃回議長:第6号議案よリ第9号議案まで

の質疑を求める。

渡辺監事:(1)理事の会務分担の税制担当

で納税組合もやってもらえるか。 (2)予

算でコピー機が20方向で購入できるの

か。 (3)5月3連休の当番医の倍額は前

後に日曜日が入った場合は。 (4)年末年

始3連休の倍額支給は国から助成があ

るのか。

米今会員:(5)事務職員の出張斐通費は出

るのか。

中村田雄会員:(6昭和63年度の事業税は

どうなっているのか。

田中監事:(7)5月の3連休に当番医に倍

1988 

額出すのなら2連休にも出しては。祝

日の場合割増しをつけられないか。

以上について、竹中会長の回答。

竹中会長:(1)納税組合は従来通り渡辺会

員にやって欲しい。(2)コピー機は約40

万円するので昭和62年度と昭和63年度

で20万円づっ支出する。(3)3連休に日

曜日が前後しても、5月3日4日58

に固定したい。 (4)国からの助成はない

が医師会内で操作する。 (5~事務職員の

交通費としては支給していない。 (6昭

和63年度は逃れられる模棒である。

(7)予算をみて検討してみたいが早急に

は無理。

その他質疑なく全員賛成の挙手にて承認

された。

以上の如く全議案の審議終了。

午後5時30分。(議事録より抜粋)
総会に引き続き

連絡事項

(1)兼清照久先生入会の件

(2)大城美枝子先生入会の件

(3)山口県内科医会の報告

(4)大島医学会の件

(5)麻疹ワクチン仕入先の件

永年役員
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の強化等、医療費の抑制策がきびしく、医

療よりも財政が優先される行政処置がとら

れ、医療をとりまく環境は極めてきびしい

ものがあります。この様な状態におきまし

でも急速に進歩する医学、医術を常に研鑓

し、医の倫理に徹し、地域住民の医療と健

康を確保し、社会福祉に貢献する事が医師

会活動の根幹と考えます。この様な観点に

立ち、また光市医師会定款第3条に明示し

であります本会の目的を達成する為、昭和

63年度事業計画を次ぎの様に立案致しまし

た。勿論当計画の実践につきましては会員

各位の意見を尊重し、民主的、且つ効率的

な運営を行い、会員の和を図リ、研修、親

睦等の実をあげ医師会運営をより一層、円

滑化したいと考えております。

板垣前理事に、永年にわたり光市医師会

えの貢献に対して感謝状・記念品の贈呈が

おこなわれた。
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光市医師会報

懇親会

午後6時より同ホテルにおいて、河村光

市助役他8名をお招きして開催。梅田理事

の司会で始まり和やかな宴となる。

1 .月例会について

従来実施して来ました通り毎月 1固定例

的に実施する計画です。情報伝達或るいは

協議の場としてのみならず、親睦の場とし

ても多いに活用して頂きたいと考えており

ます。その為夕食会等を加味した会合を時

には持ちたいものと計画を致しております。

尚、次ぎに述べます生涯教育に関連して、

研修の場にもなるよう計画し、多くの機能

が発揮され充実した月例会になるようにし

たいと考えておリます。侍れに致しましで

も、出席する事が、親陸、研修等いろいろ

の事柄につながりますので、積極的な参加

をお願い申し上げます。

光市医師会事業計画(案)
光市医師会長竹中昭二

昭和63年度

2.生涯教育関係について

日本医師会は昭和62年度より生涯教育の

制度化に踏み切り、先般は研修時間等の書

昭和63年度の事業計画をたてるにあたっ

て、医師会業務がマンネリ化しない様にす

る為、各理事の担当蛮更を計画致しました。

各理事に持ち前の手腕を発揮して頂いて斯

新な医師会運営が出来る事を期待し、医師

会活動の活性化を図る事が目的であります。

(各理事の担当事項は別紙の通リ)

本年4月、保険診療費の改定が行なわれ

ましたが、薬価基準の引き下げ、保険審査

4 
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類提出等に御協力を頂きました。山口県医 周南=市医師会と、周南地区健康保険組合

師会としては、教育研修講座等に力を入れ との協議会が予定されております。会員各

た計画を立案される事と思いますが、当産 位の活発な御意見をお願いする次第であり

師会としても昨年同様に下松医師会と協議 ます。

して隔月に学術研修会を開催する予定をた

てております。新しい医療技術の修得或る 4.医事紛争・麻薬・産業医関係について

いは医療知識の吸収はプライマリーケアー 医事紛争は民主主義の発展により、人権

の充実、地域医療の質の向上にも貢献出来、 尊重の名目のもとに、損害に対する主張、

又医事紛争の防止にも役立つものとおもい 物質的補償が益々エスカレートするものと

( ますので研修会開催或るいは研修会に関す 予想され医療事故は医療の聖職の域を脱し

る情報提供には意を注ぐ予定であります。 技術に対する契約違反と理解される様にな

又、山口県医師会関係の研修会、学会へ れば、その件数は増大し紛争の範囲も医師

参加し易い様にする事と会員間の親睦を深 の理解をこえる迄に至るであろう。従って

める為に、本年度も引き続き研修パスを運 事故防止の為の研修、教育を充分にし医師

行する事にしております。 同志の相互扶助の精神を高め、これに対処

尚、生涯教育との直接のかかわりはあり して行かなければならない。

ませんが、光市医師会の学術行事のーっと 麻薬は治療効果の非常に秀れた薬ではあ

して光市民との触れ合いの場をつくり、光 るが、その習慣性、中嵩性は、又人格をも

市民の医学的な啓蒙に資する為、医学講演 破壊する副作用の強い薬である。従って、

会を計画しております。 この取り扱いの不備は刑事責任をも問われ

るので充分に取り扱いの研修と慎重さが大

3.保険関係について 切である。

健康保険と医業経営は密接な関係にあり 産業保険は法的に産業医を必要とする事

ます。この度健康保険点数改定という事で 業所の増加と共に我々一般開業医に迄その

名目上は値上げの型をとっておりますが、 役が廻り大変困惑している訳であり当然

薬価基準の引き下げ等で、マイナス改定で 産業医の専門医が将来これに当たるべきで、
‘ はないかと思われる状況であります。加え その間のつなぎとして契約職務遂行を行う

て保険監査の強化等で医療の締めつけが厳 訳で専門タトの医師と言えども、その研修と

しくなって来ており医療経営の困難さは持 産業医の理解を深めるべきである。

続するものと考えられます。従って保険診

療の向上、ミスによる点数減少の防止等の 5.地域医療関係について

為、保険情報伝達の緊密化、或るいは保院 地域医療及び計画は、将来の医師の生存

診療講習会を持たなければならないと考え に関する問題で軽々しく近視眼的官僚行政

ております。 指導にまどわされる事なく、21世紀を見つ

又、本年は、光市医師会の受け持ちで、 めながら光市医師会員の衆智を集め慎重に

5 
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検討対処すできものである。

救急医療は、 1次2次的医療が対象とな

り救命救急は、初殿階的対処の研修が必要

であり名種医療機関の相互協力的活動が特

に必要であり、本来行政的問題であるのを

芭師会が肩代りさせられている感が深い。

当番医編成も内科系、タ卜料系と単純に別

ける事に問題が有るが光市の医師数を勘案

し、当分現状で協力を御願いしたい。

6.学校保健関係について

(1)児童生徒の心臓検診は昨年と間接A方式

にて小学 1年、中学 1:年全員に調査票と心

電図検査を6月13日より 7日間実施します。

従って内科的健診に於ては、心音聴診に、

糞血・脊柱響曲症にも気を柑けて頂きたい。

心臓検診の結果は纏まり次第報告しますの

で、要管理者の取扱いについて充分な指導

をお願いしたい。

(2)今年度より生徒数の多い浅江小、室積小、

浅江中、島田中の校医が二人となりました。

二人の先生同志充分に協力し合ってお願い

します。

(3ゆt市学校保健会の会長を医師会が担当し

ておりますので、その方の御協力をお願い

致します。又各学校保健会での講演やアド

バイス等よろしくお願いしたい。

(4)児童生徒に特に重要な項目について今年

度も医学講演会を開催したいと思っておリ

ます。適切な演題がありましたら御教示下

さい。

7.住民保健関係について

老人保健法による検診業務については、

医療行政機関と連絡をとり乍ら遂行して参

1988 

っているところであります。本年度は従来

の成人病検診、子宮癌検診に加えて、乳癌

検診を実施する予定であります。乳癌検診

は初めての試みでありますので、試行錯誤

する事も多い事と思いますが、御協力をお

願いします。

叉、各種予防接種に関する出務割当表も

過日お配リ致しましたが、会員各位の御協

力により地域住民の健康保持に万全を期し

たいものと思っております。

8.会員福祉について

小さな医師会なのだから、まず会員同志

が仲良くなくてはいけない。仲良くなる為

の色々な行事を考えたいと思っている。予

算をたっぷりとってやれるのならよいのだ

が、当然限度があるので、多分皆様に御迷

惑をおかけすることと思いますが、よろし

くお願い致します。

9.広報関係について

広報活動は光市医師会報の編集発行が主

な仕事になると思います。その会報は会員

各位の御協力・担当理事の御努力で素晴ら

しいものに育って参りました。さて、今年

度の会報も、先任者の御苦労の結集の今迄

の路線を引き継いでゆこうと思っておりま

す。医師会関係行事及び行事の寄稿、会員

の動向等の公的なものと、会員広場として

の自由投稿の私的なものが二つの柱になろ

うかと思います。硬いニュース、軟らかい

読み物とパライティーに富んだ紙面にした

いと考えるのですが、企画が非常に思難で

ある事と、会報が当医師会の歴史誌として

残すと性格もあり、医師会関係行事を中心
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に編集することになると患っております。

会員各位のなお一層の積極的な御参加を

お願い申し上げます。

10.病診連携について

当医師会に於きましては、勤務医側より

生涯教育担当理事として医師会業務にも参

画して頂いており、病診聞の友謹的安流は

スムースに行われているものと確信してお

ります。

患者紹介等実地診療上の問題、或るいは

学術研修を通じての新知識の吸収等に関し

でも現在のスムースな関係がよりよく保た

れるようお互いの意思の疎通を図ってゆか

なければならないと考えております。

以上、昭和63年度光市医師会事業計画の

概要を述べましたが、この他、税務に対す

る問題‘労働基準法改正による法定労働時

間短縮に関して勤務員に対する労務管理の

問題等、時期に応じて研修、講習会等を持

って医療基盤の安定に役立たせたいと患っ

ております。

尚、前年度来懸案となっておりました光

市医師会定款及び諸規則の改定、整備等も

今年度の課題として取り組む心算て・おりま

す。

何れに致しましでも、会員各位の御協力

がなければ、この事業計画も絵に画いた割

に終ってしまいます。積極的な医師会参加

と、活発な御意見をお願い申し上げます。

1987 

昭和63年4月度理事会

4月5日 ω 午後?時30分~
光市医師会館

議題 (報告・協議事項)

(1)総会に関する件 (竹中会長)

仔)総会の開催日時、場所

(司招待名簿の確認

(J~昭和62年度事業報告に関する件

(弓昭和62年度決算報告に関する件

(ポ昭和63年度事業計画に関する件

(べ昭和63年度予算 (案)に関する件

(刊旅費規定の変更に関する件

(労永年役員の表彰の件

(リ1その他

12) その他

(竹コピー購入の件

(司救急医療再編成の件

昭和63年4月臨時理事会

4月12日 ω 午後7時30分~
光市医師会館

議題(協議事項)

(1総会に関する事項

(2)その他

(竹中会長)

μ}休日診療当直者変更の件

4月16日 ω 午後?時~
故大野先生宅

大野先生葬儀に関する件

7 
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弔 辞

昭和63年4月15日午後

2時35分に御逝去され

ました。

謹んで哀悼の意を表し

ます。

1986 

山口県医師会長田村武男

春の訪れに背くかのように大野先生の突

然の言卜報に接し、今日ここにお別れの言葉

を申し上げねばならないことは誠に痛恨の

極みでございます。

先生は昭和十二年九州医学専門学校を卒

業され、戦前は軍医として活躍戦後は勤務

医となられ、昭和二十八年以後八幡製鉄光

製鉄診療所長として永年産業衛生活動を通

じて勤労者の健康増進に寄与して来られま

した。

昭和四十四年ご当地に開業、その卓越し

た医療技術と哩れた見識は広く地域住民か

ら深い信頼を集められ、今日までー費して

地域医療、住民保健に尽力して来られまし

た。またその問、先生の指導力実行力は深

い先見性と相僕って医師会員の期待を受け

られ、理事、副会長、会長として実に二十

余年の長きにわたって会務を主導して来ら

れました。また県医師会においては永く代

議員を務めていただき、ご他界直前まで裁

定委員として御卓見を県医師会に反映して

いただきました。さらに学校庭、産業医を

はじめ社会福祉事業に参画される等、先生

のご功績は枚挙にいとまがなく、先年これ

らのご功績に対し県知事選奨の栄に輝かれ

ましたことも当然のことと存じます。

医療をとりまく環境が殊のほか厳しくな

っている今日、先生を失うことは私共会員

にとりまして誠に惜しく残念でなりません。

先生の御霊前に今日まで御指導賜わりまし

たことを改めてお礼を申し上げますととも

に、私共医師会員は先生の御遺志を継いで
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地域の皆さんの医療と保健・福祉の推進に ぞ御平安にお過し下さいますようお祈り申

努力をいたすことをお語いするものでござ し上げます。

います。 大野先生どうぞ安らかにお眠り下さい。

突然先生が逝かれて御遺族御親族の皆様 心より先生の御冥福をお祈り申し上げお別

方の御悲嘆は察しても余りあるものがござ れの言葉といたします。

いますが、先生の尊い想い出を胸に、どう 昭和六十三年四月十七日

弔 辞

光医師会長竹中昭二

本日、ここに故大野宗一先生の告別式が 会長等の要職を歴任されると共に山口県医

執り行われますに当リ、謹んで御霊前に光 師会に於ても県代議員を五年に亘リ努めら

市医師会を代表して心より哀悼の意を捧げ れ現在も県医師会議定委員として御活躍中

ます。病床に臥しておられることは承知し でありました。

ておりましたが、いずれ御寛解され私達の 又、学校医としても昭和四十四年以後浅

前に元気なお姿を見せてくださるとばかり

信じておりましたのに突然の計報に接し会

員一同宍々深い悲しみを覚えるのみであり

ます。生者必滅会者常離は世の常とは申し

ますが、平素御壮健な先生が病魔にたおれ

られ手厚い看護の甲斐もむなしくお亡くな

りになられました事は真に痛恨の極みであ

りまして御遺族の方々のお嘆きはいかばか

リかと、御推察申しよげます。

顧リみますと、先生には大正三年生を受

けられ、昭和十二年九州医学専門学校を御

卒業後八幡製鉄病院内科に勤務、以後昭和

十三年より軍医として各地に勤務された様

に承っております。その後昭和二T八年に

は九川大学に於て学位を受領し、新日鉄光

製鉄所診療所長として来光され、昭和四十

四年当地に内科を御開業になり以後十九年

の長きにわたり地域医療の為に貢献されま

した。この様に地域医療に献心的に従事さ

れる傍ら光市医師会に於ては理事、副会長、

江小学校校医として次代をになう児童の健

康管理に盤カされ健康優良全国優秀校受賞

に貢献されました。産業医としても昭和二

十八年光製鉄所診療所長として就任以来産

業保健に意を墨され数々の受賞の栄に輝い

ておられます。他面医療以外にも光ライオ

ンズクラブの会員として、社会奉仕活動に

努力される等多方面の御活躍により昭和六

十一年山口県選奨を受けられました事は我

々の記憶に新しい所であります。

光市医師会に於ける先生の御業積も真に

目ざましいものがあリます。光市医師会報

の発刊についてはその先鞭をつけられ、そ

の発行回数も百八十六回に及んでおります。

叉、特筆大書されるべきは光市医師会史の

編纂で、新生医師会結成後四十年に及ぶ医

師会史を三年間を要して、資料も殆んど散

逸しているにもかかわらず編纂された事は

真に困難て・あったろうと頭の下る思いであ

ります。

9 
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先生は又スポーツマンで医師会野球部の ました事は返す返すも残念で、我々は親を

ピッチャーとして活躍され、ゴルフ部会の 失った子供の様な心境であります。しかし

創設時には責任者として穆友会の創立に墨 ながら悲しんでばかりいられません。私達

力され非常に楽しい想い出も残されました。 光市医師会員は先生の御遺志を受けつぎ今

医療についても自分に対して轟に厳格で、 後も医の倫理をわきまえ、生涯教育、地域

御遺族の方のお誌によりますと入院の前日 医療、社会福祉に貢献することをお誓い致

迄自分の苦痛を堪え忍んで患者さんの診療 します。

にあたられたそうで、我々の範とするとこ 大野先生、どうか安らかにお眠り下さい。

ろであります。 最後に御遺族皆様方に衷心よりお悔みを申

本年一月に偶々先生のお宅を訪れました し上げまして弔辞と致します。

時竹中君、僕の絢部に一寸かげがあるので 昭和六十三年四月十七日

煙車をやめたよ、と話されたいした事では

ない様な口振りでありました。三月中旬に

入院された事を聞きましたのでお晃舞に参

りました時も、すぐに退院するんだから他

の会員には極秘にしてくれと申されました

ので、二・ニの役員と相談して他の会員に

は極秘にして参りました。私も本当に先生

がすぐ退院されることをのそ.んでおりまし

たが、一昨日突然の言ト報を受け、只々樗然

とするのみでありました。

先生は患者さんのみならず町内会の御面

倒もよくみられるようで、多くの方々が悲

しみに暮れておられる事と存じます。

この様に会人格的に尊敬する先生を失い

故大野先生を偲んで

田尻常太郎

散り初めた満開の棲花に誘われる様にし

て逝かれました。

昭和二十八年新日鉄診療所長として赴任

された時から伺となく親しみを感じて居ま

した。と言うのは私自身今の北九州市八幡

西区で少年期を過し、大正十年頃日本国中

不況の波に洗われていた頃でも!日八幡製鉄

所の退場門からは帰途につく工員で物凄く、

列ガ鳴るまで三十分近くもかかったりして

いたのを思い出したりしたからです。
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先生は産業医としても多大の業譲を残さ

れ、又光市医師会も会社をパ、ソクに大変お

世話になった事は皆穣御承知の通りであり

ます。光市医師会長になられて間もない頃

御苦労様ですが光市医師会誌を作って見て

は如何ですかと言った事がありましたが、

資料集めが大変で難しい問題だと言う事で

ありましたが、何年か過ぎた頃決断された

のでしょう。諸先生方の協力を得る事が出

来て完成えの目度が就いたから終戦後の光

市医師会の話等聞きたいと言う事で金久別

館に席を催け歓談をした事も有りました。

その後事は順調に運び山口市での県医学の

帰路、佐波山の墜道を過ぎた頃パスの中で

医師会読も愈々完成の運びになったから伺

か一言苫けと言う事もありました。これ程

の仕事は大野先生無くては不可能な事では

無かったかと思われます。その他五ヶ年に

亘つての光市医師会長としての多大の業績

は、今更申し上げるまでもない事です。

小生の縁者で岡崎工業胤の副社長として

1988 

て盛大に行われました。特に御長男博君の

謝辞は誠にお美事で、終った瞬間思わず目

頭が熱くなったのは小生だけでは無かった

だろうと思われました。今となっては唯々

御冥福をお祈りするのみでザ。

昭和六十三年四月二十一日

追記

一ヶ月近くも入院されて居られたのにそ

の事を知らず一度も御見舞に行かず、知ら

なかった事とは言い乍ら誠に申し訳ない事

でした。風の便りにでも知る事が出来たら

と御家族の方に申し訳なく心を痛めて居り

ます。

大野宗ニ先生の思い出

福本寿雄

私が大野先生と伺き合い始めたのは、多

分昭和37年頃、光医師会で軟式野球やソフ

トポールのチームを編成し、歯科医師会、

市会議員チーム等と対抗試合をやり、又県

いた者が、先生が八幡製鉄病院に在任中大 医師会での試合を次々にやっていた頃であ

蛮お世話になっていたとかで、光支社に出 る。当時としては強力のチームであり、県

張の折光駅前の松屋旅館で小生も支えてタ 医師会でも2回優勝、 2回準優勝した程で

食を御絡した事があった折、 何処かの合 ある。その頃のチームのメンバーは森先生

合て・あとだったらしくそこはかと無く脂粉 を監督として、高畠、大野、上野、亀田、

の香りがしていた事を思い出して我が意を 河村、広田、竹中、富恵、中村岡、河内山

得た様な気分になった事も有りました。又、 情)、三浦(製鉄)の名先生等13名位で結成し

会長時代県医師会主催の山口市での忘年会 ていた。大野先生はゴルフが上手でしたの

に出席する時奥様を同伴して帰路は奥様の運 で、野球のパットスイングもゴルフのスイ

運転だったとか。小生等ライオンズクラブ

での会長忘年会に湯田まで行った事はあっ

たが、県医師会の分には顔を出した事も無

く大分出来が違う様な気がします。

最後に告別式は好天に恵まれた事もあっ

ングのようだと皆で話し合っていた。その

メンバーも今では5人も欠けてしまった。

昭和41年5月にゴルフ同好会が光経友会

として結成された。当時ゴルフは殆んどが

始めてなので、大野先生を中心にハンディ

11 



米の副会長として今後どうしたら良いのか

戸惑った時て・あった。その時大野先生のお

蔭であらゆる面でパックアップして下さり、

ほんとうに助かったことは今だに忘れ得な

い。その後大野先生が医師会長になられ、

副会長の私を3年間色々と指導して下さっ

た。しかし、時には酷く叱られ恐い先生だ

なあと患ったことも屡々あった。しかしそ

れは凡て大野先生の凡帳面のなすところで

あり、持ぃ加減のところのある私を叱吃激

励されたことと患っている。

九帳面さを強く感じたことは、会長を辞

任されてから、医師会内で「光市医師会史J

を作ろうという話がもち上リ、編纂委員長

には大野先生しかないということになった。

編纂委員会も12固にも亘り開催し、我々も

ある程度昔の資料を探したが、なかなか充

分な資料が集まらず、こんなことで出来る

のだろうかと不安になった。しかし編纂の

後半は大野先生一人て・山口に行って資料を

集めたり、編纂専門の事務員を雇って資料

の整理やまとめをやらせ、編集、印刷、校

正まで一人でやられたのである。その熱心

さ、努力には全員が舌を巻いた次第である。

この医師会史が大野先生にとって最後の

大仕事になったことになる。

この様なことばかり書くと、大野先生は

まるで石部金吉のように見えるが、実はそ

うではなく、医師会の運動会の仮装行列で

は、必ずといっても良い程一人で美人(?)に

変装してドンチャン騒ぎ風の踊りを被露し

ていた。又宴会等で一杯飲んだりすると、

とっておきの芸「裸おどりJ (襖を立てて

の入浴シーン)をみせてくれた。そのよう

な時の大野先生の顔は、全く昔の学生気分

1988 光市医師会報
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ーを作ってもらい、月に 1回当時出来たば

かりの光c.c.て・コンペを盛んにやったもの
だ。下松や他の医師会と対抗戦をやっても

大てい光が優勝していた。

大野先生の光市医師会での大きな御活躍

は、昭和46年に副会長になられてからで、
林会長を助けての縁の下の力持的で表には

絶対出ず、裏で凡帳面に議事録を整理され

医師会報を手書きで発行する等、並々なら

ぬ努力をされたことである。昭和47年8月

から医師会報が印刷発行するようになって

から54年4月伊麓先生にバトンタッチする

迄7年間、第 1号から第95号(印刷79号)

迄お1人で原稿集めから編集、校正迄全部

やられたことには頭が下る思いである。

原稿が集まらない時は、いろいろの本を読

み興味ある文献や光市の大気汚染の状況等

資料を集めては掲蔵されていた。

私が特に大野先生にお世話になったのは

私が昭和53年4月に副会長になってから、

1年もしない内に林会長に亡くなられ、新

12 
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がぬけきれない先生であった。そして文学

青年のような純情さの一面があったように

思う。だから大野先生と言うと r?4才の哲

学者的の青年」ときう感じがしてならない

お人であった。

大野先生華麗な舞い

遥かなる人

河内山 コ主
J同

みんなが先生を敬慕してやまないのは、

数々の輝かしい御功給は勿論であるが、そ

れにもましてその御人柄であったろうと思

われる。あおぞらの広さ透明、春風の暖か

さ親しみ、海原の包容力寛大、大地の恵み

はぐくみ、そして善意くったくなさ気兼ね

なさ、ユーモア二枚の団扇の芸術内に秘め

られた正義熱血漢。これ等は泉の如く静か

に豊かに湧き出で溢れ出でてすべての人の

心を潤すものであった。

ゴルフの工チケットは先生を縛り得たが、

謡曲のルールは先生を制御することは出来

なかった。即ち天衣無縫通達自在なること

風の空中を行くに暗躍なきが如くであった。

その声は先生の語調たる御性格と溶け合

1987 

って得も言われぬ曲の面白さ、なごやかな

芸風をかもし出すのであった。 rあいつ(

謡の先生のこと)わしが語いはじめると必

ず居眠りしゃがる」とくやしがられたもの

であるが、大野節の催眠術にかかったらど

んな大先生でもいちころである。会を前に

して出演をお願いすると rいや一私はどう

も……Jと頭のてっぺんへ手をのせられる

が、二度三度とお願いすると何時も必ず引

き受けて下さってレコード相手に稽古に勘

まれるのであった。先生はワキ、ツレ等で

なくシテの役でなければどうしても似合わ

ないタイプの謡であった。不思儀でならな

いがこれもやはり先生の徳と器量によるも

のであろう。先生が会で謡われる時は何時

も必ず奥様が後ろの方ではあるが先生の真

正面に坐られてじっと見守り聴き入って居

られたのが誠に印象的であった。先生も亦

奥様一人に聴かせたくて謡われ、そして聴

いて貰えるのが一番嬉しかったのではなか

ろうかと拝察するのである。伺処へ行かれ

るにも二人御一緒であった。奥様のお悲し

み察するに余りあり言葉もない次第である。

先生の御遺影の前に花菖蒲と、最も好まれ

た「雲林院」の謡本とを供えたいと思うも

のである。

一次会二次会三師会医師会史

イ工スのありて否のなかりし

おもねらず麗らず飾らずへだてせず

おのずから世に慕はれし人

果しなき道をたどりて今日も行く

わずか残りし生命なるかも

13 
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大野先生の思い出

とみえさとし

私が光へ来た昭和35年よりの斐際だから

簡分長い。想い出として挙げるならば、先

づスポーツであろう。スポーツは万能選手

で、ゴルフ、野球、バレー、ポーリング、

等々、なんでもやって居られ、私達と一回

り以上も年上なのに、誘えば何処にでも出

て来られた。その昔、県大会が盛んに行な

われて居た野球に熱中して、山口、防府、

徳山、と案内があれば、道具持参で良く出

掛けた。少しは恰好の良い試合をやろうと

言う事で、練習を武田のグランドで行った

事がある。監督の大野先生は、尻に手拭い

をぶらさげて、運動靴を履き出て来られて、

亀田君とパ、ソテリーを組み、ピッチャーを

やって居られた。スローポールにカーブを

混ぜて投げて居られた。案外、スローボ一

一jレは打てず、試合になると、他処の医師

会の連中に「お年は幾つですか」と間はれ

たものである。徳山での野球の試合を出光

石油の埋立地て・行ったのを最後に、翌年、

県大会のソフトで優勝。湯野で祝勝会を行

った事は忘れ得ぬ想い出であろう。 HIK

ARIのマークの入ったユニホームを着て、

最初で最後の優勝て・あった。運動会に使っ

ている優勝旗はその時のではながったろう

か。ぽつぽつ、趨勢がゴルフに傾いて、出

場チームが少くなかった所為かも知れない。

伺れにしても先生との楽しい想い出の一つ

である。医師会の運動会にも卒先して出て

来られ、パレ一、ソフトと、若い者と一語

に汗を流され、医師会を一つにまとめるの

別離

に力を貸して頂いた。

~ ~/ 

夜のお相手も、良く実際って頂いた。胃

を切ってから、飲むEが少くなったものの

カンパン迄残る事が再三であった。此処数

年‘カラオケを唄って居られたが、唄う歌

は、 「青い山脈Jと「アカシアの雨が止む

時Jの二曲であった。誰かが唄おうとすれ

ば、 「ぞれは、俺の歌Jと言って唄って居

られ、戦後に流行った「青い山脈」を皆で

合唱、学生時代に還った様に唄った先生の

姿が懐しい。又「アカシアの雨」は、先生

の数少くないレパートリーの一つであろう。

アカシアの雨にうたれて、

このまま死んでしまいたい、

夜が明ける、日がのぼる、

朝の光りの、 その中で、

冷たくなった、 私を見つけて、

あの人は、

涙を流して、 くれるでしょうか。

一章を全部記したのは、低い声で唄われる

先生の、感情を込めた唄い振りは、すばら

しいロマンス、いや、悲しい想い出でもあ

ったのではなかったろうか?o rミサJで

カラオケを唄って、先生を送り出した後、
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竹中君と度々話合ったものである。 浮んでくるままに記したが、私に取って、

夜の実際いばかりでなく、先生は良く勉 掛け替えのない先輩を失ったのが実感であ

強されて居られた。医学書は勿論、他に色 る。

々な物を読んで居られた。県医学会で、経

済学者の伊藤教授の特別講演も先生の発案

であったし、お目に掛った事も無い教授に

電話で交渉され、お宅まで電話で追かけて

講演を引き受けて頂いた様に伺っている。

講演を聞きに来られた広島県医師会会長が

「広島県医学会の演者として予定して居た

方を、良く引張って来られたですtclJと感

心して居られた事を想い出す。中央の医学

会へも度々出られて「こんな話を簡いたぞ」

と、プログラムにメモを狭んで貧して頂い

たのも懐しい想い出である。少しは女房孝

行をせねばと、奥様同伴での学会への出席

を聞いて、吾が家の女房殿は「いいわね.ゲ」

と羨しがっていたのも又、想い出である。

先生には、迷惑の掛け放しの様な気がす

る。医師会のもめ事を持って行っては相談

に乗って葺った。忙しい先生に申訳けない

事をしたと、悔んでいる次第である。

入院された先生を見舞いに行った時、呼

吸困難で起座呼吸をされ乍ら、 「お前の端

患の発作も辛かっただろう」と私の病気を

心配されて居られた。先生の病名を知って

居た私は、先生のお顔を、まともに見られ

ず、 「その中、薬が効いて楽になりますよ」

と言って慌てて部屋を飛び出した。でも後

刻、灯の火が消える様な御臨終て・あった由、

苦しまれなかったのがせめての幸せであっ

たのではなかったろうか。病気の苦しさの

さ中、他人の病気の心配をして下さった先

生の優しさを改めて噛みしめている。

会報委員の命令で、大野先生の想い出を

大野先生、 さようなら。

畠

= 編集後記=

今月号は光市医師会報の生みの親大野先

生の悲しい特集になりました。レイアウト

をしていて気持が沈みがちになります。

過日先生をお見舞い申し上げた時枕元で

「私が今年度より会報の担当になりました。

早くお元気になられ4月号が出ましたら御

批評お願いします」と申し上げましたとこ

ろ、病状悪化のためか苦しそうな患の下で

「ウンウシ」とうなずいておられました。

しかし二度と御批評を仰ぐ機会がなくなっ

て仕舞いました。

桜は散る時が一番美しいといわれます。

先生のきト報に接した日、 4月15日島田川河

畔の桜が美しく風に舞っておりました。

散る花を眺め、ふと戦国武将「蒲生氏郷J

の辞世の旬が脳裏をかすめます。

限りあれば

吹かねとマEは散るものを

心短き春の山風

吉村
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